














要約:準備調査と評価調査を行って、「子どもの摂食障害」家族用マニュアルを作成した。

調査の結果では受診者の約 57%が病気の説明などが不十分なために治療に不満を抱いてお

り、マニュアルの必要性が感じられた。また、摂食障害の情報は 42%が「得にくい」とし

ており、マニュアルは情報普及の手段としても有効だと思われた。家族が知りたい情報は

「治療法」「病気の経過」「病気の原因」「過食や拒食への対応」「社会不適応」「コミュニ

ケーションのとりかた」「親子関係」「治療者との関係」「将来」で、不安や疑問点は「自

活できるか」「治療者への不満」「過食・嘔吐への対応」「治るのか」「病気の経過」「暴力

行動」「親の対応」であり、マニュアルにはこうした内容が期待されていることが分かっ

た。家族の現相談相手は「他の摂食障害家族」が最多であるが、本当は「夫」「治療者」

を望んでいた。また、治療者に求めることは「適切な専門治療」「本人の相談相手」「生活

行動の指導」「接し方の指導」であった。以上より、マニュアルは摂食障害の専門知識を

家族の気持ちに沿って記載し、日常に役立つことが肝要と考えられた。摂食障害の原因と

しては 70%以上が「母子関係」「本人の性格」と考えており、マニュアルではこれらの要

因を前向きに考えるように記述する必要があると思われた。準備調査をふまえてマニュア

ルを二種類作成したが、評価調査はおおむね好評であった。


